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適切 最終評価確認者： 農政室長　宮﨑 哲二

⑤
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総合判定
・土地利用集積推進奨励補助金：担い手への農地の利用集積により生産規模の拡大・農業経営の安定化が図ること
ができた。
・耕作放棄地解消事業補助金：耕作放棄地を解消し、優良な農地を確保することができた。
・水稲空中散布共同防除事業補助金：空中散布を共同で広範囲の水田で行うことにより農作業の効率化が図ることが
できた。

Ｂ
まずまず進んだ

認定農業者の規模拡大等により、新たに利用集積された農地は、平成２４年度、平成２５年度と比べると増えたが更なる集積を推進し
ていく必要がある。

人・農地プランなどと併せて、地域の農業を支える認定農業者や営農組織に、農地の利用集積を推進する。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：

総人件費 2,887
総コスト 9,704

一般財源 3,881 3,880
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

1,970

国庫支出金 所要人員 0.39

人
件
費

総人件費 2,887
事業費 6,817 6,817 一般職員人件費 2,887
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年度計画 年度実績
水稲空中散布共同防除事業補助金3件　対象面積1,263,298㎡
耕作放棄地解消事業補助金　申請１件　解消面積　4,351㎡
土地利用集積推進奨励補助金　申請7件　集積面積1,039ａ
農業経営資金利子補給金　30件
経営所得安定対策推進事業補助金
鈴鹿花き温室組合補助金

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金 2,936 2,937

平均給与額×③

その他 受益者負担率 0.0%

②

認定農業者や営農組織が、新たに農地を利用集積した面積 実績値 654 219 1,039
単位 ａ ａ ａ

成
果

①

名称 農地利用集積面積 計画値

補足

件

補足
実績値 3 3 1
単位 件 件

名称 耕作放棄地解消事業補助金 計画値

件

③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 土地利用集積推進奨励補助金 計画値

補足
実績値 5 4 7
単位 件 件

基本施策 03:農林業の振興 款 農林水産業費
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概
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対象 農家、農業者団体

　農業生産性の向上を図るため、優良農地の確保や地域の農業を支える認定農業者・営農組合への農地の利用集積、農作業の効率化・共同化
や生産規模の拡大など、農業経営の安定化を図るための取組を支援する。
　また、その規模となる農業振興地域整備計画の見直しを行う。
　主なもの
　・水稲空中散布共同防除事業補助金：水田における消毒薬散布を共同で行うことにより作業の効率化を図る。
　・耕作放棄地解消事業補助金：荒廃した農地を地域の担い手が借り受け、農地に復元して耕作を行うことにより優良農地を確保する
　・土地利用集積推進奨励補助金：地域の農業を支える認定農業者や営農組合へ農地の利用集積を行うことにより、生産規模の拡大、農業経営
の安定化を図る。

Ｈ26(標準事業)
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事業コード 事業名 部名 環境産業部

06007-1 一般事業（農業振興事業） 室名 農政室

施策の方向 02:農業経営の安定化 項 農林水産業費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 農業振興費
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基本施策の大綱 01:快適な都市空間の創造 財
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会計 一般会計


